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施設名 岡山県備前テニスセンター 

施設所在地 岡山県備前市久々井７４７ 

【指定管理者の概要】 

名 称 備前市 代表者 備前市長 長﨑 信行 

所在地 岡山県備前市東片上１２６ 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日 報告期間 令和７年４月１日～令和８年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 

・岡山県備前テニスセンターの施設及び設備の利用等の許可に関すること。 
・岡山県備前テニスセンターの施設及び設備の維持管理に関すること。 
・岡山県備前テニスセンター条例第２条に規定する業務（テニスその他スポーツの普及振
 興等）の実施に関すること。 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 
 
  非常駐１名     非常駐１名         非常駐１名    非常駐４名 

                            
  

 
 

 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 センターコート サブコート  合  計 

許 
可 
件 
数 

７年度 53 1,039  1,092 

６年度 71 920  991 

増 減 △18 119  101 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設利用等の許可 
 業務 

・センターコート：53件(3,361人) ・サブコート：1,039件(32,130人) 
・合計：1,092件(35,491人) 

施設等の維持管理 
 業務 

・施設等維持修繕 ・施設等保守点検 ・樹木管理 ・一般廃棄物処理 
・清掃   

  
自主企画事業 
 

無し 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 センターコート サブコート 付属設備等使用料 合  計 

収 入 額 192,750 7,388,900 1,812,490 9,394,140 

利用件数 53 1,039 865 1,957 

減 免 額 62,100 1,134,790 116,150 1,313,040 

減免理由 身体障害者、65歳以上、学校組織団体 

 

 

 

担当職員 

＜民間事業者＞常勤３名（市からの外部委託） 

受付・許可、施設点検・清掃、30 万円以下の修繕、 

樹木伐採等業務 

生涯学習部長 市 長 生涯学習課長 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

６年度      

 
 

備 考 
 

 
７年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 9,983,082 △128,499 10,111,581 
７年度収入額 
・その他の主なもの 

キャッシュレス 
決済手数料補填 

33,390円 
内 
 
 
訳 

指定管理料 0 0 0 

利用料金収入 9,360,750 14,322 9,346,428 

市町村負担金 588,942 △162,624 751,566 

その他 33,390 19,803 13,587 

 支 出 額 Ｂ 9,983,082 △128,499 10,111,581 

内 
 
 
訳 

人件費 4,325,098 198,199 4,126,899 

管理運営費 5,657,984 △326,698 5,984,682 

事業費 0 0 0 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 0 0 0 

県への納入金 - - - 

実質的な県負担額 33,390 19,803 13,587 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ 事業計画に沿った適切な管理が履行されていた。 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ 
法定点検のうち、建築基準法第12条に定める点検が実施されていた。 
一部不良事項については、今後対応予定となっている。 

③安全性の確保 Ｂ 
 安全管理マニュアルを整備し、マニュアルに沿って安全性を確保した
管理が履行されていた。 

④財産の適切な   
管理 

Ｂ 維持修繕は適切に実施され、適切な管理が履行されていた。 

導
入 
効
果 

①利用状況 Ｂ 
 利用件数、利用者数ともに増加し、コロナ禍前の水準に回復した。 
 【利用件数】R7: 1,092件 ← R6:  991件 
 【利用者数】R7:35,491人 ← R6:35,444人 

②収支状況 Ｂ 
利用件数の増加に伴い、利用料金収入が増加した。 
光熱水費等の節減により支出は減少し、適正な管理運営に努めていた。 

 
③サービス向上 
 

Ｂ 
 市内の他のスポーツ施設と窓口業務を一本化することで、問合せ対応
を円滑化するなど、利便性向上が図られた。 

管理運営業務全般 

 
Ｂ 

協定書、事業計画書、収支計画書に基づき、適切に管理運営業務が実
施された。不具合のある内容については、随時県へ報告し、協議がなさ
れた。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 
 


